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基本事業３ 難病対策の推進 

取組方向 

 難病指定医等の育成や指定医療機関の増加により、医療費助成制度を円滑に運営

するとともに、拠点病院を中心とする医療提供体制の拡充に取り組みます。また、難

病患者等の療養生活の質の向上を図るため、生活・療養相談、就労支援を行います。 

 

１．特定医療費（指定難病）等受給状況 
発症原因が不明で、治療方法が未確立であるため長期にわたる治療が必要な難病患

者を支援するための医療助成制度です。 

平成27年１月１日から施行された「難病の患者に対する医療等に関する法律」に基づ

く特定医療費（指定難病）と、特定疾患治療研究事業に基づく特定疾患医療の受給申請

を受理し、厚生労働省が定める認定基準を満たしている方に対して受給者証を交付し

ています。 

令和3年3月31日現在 

 
 

番号 病　　　　名 人数 番号 病　　　　名 人数

1 球脊髄性筋萎縮症 3 75 クッシング病 5

2 筋萎縮性側索硬化症 28 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 13

4 原発性側索硬化症 1 78 下垂体前葉機能低下症 41

5 進行性核上性麻痺 28 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1

6 パーキンソン病 371 80 甲状腺ホルモン不応症 1

7 大脳皮質基底核変性症 8 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1

8 ハンチントン病 1 83 アジソン病 1

10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 84 サルコイドーシス 35

11 重症筋無力症 59 85 特発性間質性肺炎 19

13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 41 86 肺動脈性肺高血圧症 13

14 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 11 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 11

17 多系統萎縮症 53 89 リンパ脈管筋腫症 2

18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 80 90 網膜色素変性症 45

19 ライソゾーム病 2 92 特発性門脈圧亢進症 2

22 もやもや病 28 93 原発性胆汁性胆管炎 66

23 プリオン病 1 94 原発性硬化性胆管炎 2

28 全身性アミロイドーシス 11 95 自己免疫性肝炎 8

30 遠位型ミオパチー 3 96 クローン病 94

34 神経線維腫症 17 97 潰瘍性大腸炎 269

35 天疱瘡 11 98 好酸球性消化管疾患 3

37 膿胞性乾癬（汎発型） 1 107 若年性突発性関節炎 3

39 中毒性表皮壊死症 1 113 筋ジストロフィー 13

40 高安動脈炎 7 115 遺伝性周期性四肢麻痺 1

41 巨細胞性動脈炎 3 117 脊髄空洞症 4

42 結節性多発動脈炎 3 118 脊髄髄膜瘤 1
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                              計 2,358人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 病　　　　名 人数 番号 病　　　　名 人数

43 顕微鏡的多発血管炎 7 123 禿頭と変形性脊椎症を伴う 常染色体劣性白質脳症 1

44 多発血管炎性肉芽腫症 4 127 前頭側頭葉変性症 8

45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 6 128 ビッカースタッフ型脳 1

46 悪性関節リウマチ 11 143 ミオクリニー脱力発作を伴うてんかん 1

47 バージャー病 4 144 レノックス・ガストー症候群 1

48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 158 結節性硬化症 2

49 全身性エリテマトーデス 112 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 9

50 皮膚筋炎／多発性筋炎 65 163 特発性後天性全身性無汗症 1

51 全身性強皮症 72 167 マルファン症候群 2

52 混合性結合組織病 21 171 ウィルソン病 1

53 シェーグレン症候群 25 209 完全大血管転位症 1

54 成人スチル病 6 210 単心室症 2

55 再発性多発軟骨炎 2 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1

56 ベーチェット病 27 215 ファロー四徴症 1

57 特発性拡張型心筋症 75 221 抗糸球体基底膜腎炎 1

58 肥大型心筋症 13 222 一次性ネフローゼ症候群 19

60 再生不良性貧血 19 224 紫斑病性腎炎 3

61 自己免疫性溶血性貧血 4 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1 227 オスラー病 3

63 特発性血小板減少性紫斑病 39 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2

64 血栓性血小板減少性紫斑病 1 235 副甲状腺機能低下症 1

65 原発性免疫不全症候群 2 271 強直性脊椎炎 8

66 IgＡ 腎症 36 283 後天性赤芽球癆 2

67 多発性嚢胞腎 31 300 ⅠｇG４関連疾患 7

68 黄色靱帯骨化症 17 302 レーベル遺伝性視神経症 1

69 後縦靱帯骨化症 161 305 遅発性内リンパ水腫 1

70 広範脊柱管狭窄症 5 306 好酸球性副鼻腔炎 22

71 特発性大腿骨頭壊死症 30 318 シトリン欠損症 1

72 下垂体性ADH分泌異常症 16 331 特発性多中心性キャッスルマン病 7

74 下垂体性PRL分泌亢進症 5
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２ 難病在宅ケア事業 

 

 所内面接 

医療受給者証交付新規申請時等に患者及び家族に面接し、疾病や医療及び療養

生活等について相談・指導を行っています。  

          （令和2年度） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 肝炎治療特別促進事業 

Ｃ型肝炎ウイルス性肝炎の根治を目的として行われるインターフェロン治療及び

インターフェロンフリー治療並びにＢ型ウイルス性肝炎に対して行われる核酸アナ

ログ製剤及びインターフェロン治療にかかる医療費を助成します。 

 

（令和3年3月31日現在）  

インターフェロン治療受給者数 0人 

インターフェロンフリー治療受給者数 27人 

核酸アナログ製剤治療受給者数 146人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相 談・指 導 件 数 

287件 
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４ 原爆被爆者健康管理の状況 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に基づき、被爆者健康手帳所持者に対

する健康診断の実施及び被爆者のうち認定された者に対して、医療特別手当等の給

付事務を行っています。 

 

（１） 定期健康診断実施状況 
                                （令和2年度） 
 
 

対象者数
（人） 

一般検査 
受診者数
（人） 

肝機能検査
受診者数
（人） 

ヘモグロビ

ンＡ1Ｃ検

査受診者数

（人） 

結 果（人） 

異常なし その他 

第1回 36 13 13 13 13 0 

第2回 36 8 8 8 8 0 

 
※ 健康診断対象者は被爆者健康手帳所持者・第二種健康診断受給者証交付者です。 

  
 

（２） 手当給付状況 

（令和3年3月31日現在）  

手当の種類 受給者数（人） 

医療特別手当 1 

保健手当（増額） 1 

保健手当（一般） 1 

健康管理手当 26 

計 29 

 

 

  


